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《学校教育目標》
～北の文化を拓く～
「明るく健康な心身と

個性豊かな英知をはぐくむ」

１年を振り返って
今日で平成３０年度の授業日が終了します。３

月１５日に５１人の卒業生を送り出してからは、

校内がさみしく感じられます。しかし、時間は次

のステージに向けて確実に刻まれ始めています。

３年生が卒業した今、次の主役は１・２年生であ

りますから、３年生の残してくれた足跡と志を大

切に受け継いで、さらに大空中を盛り上げていっ

て欲しいと思います。

お世話になりました・・・
今年度、次の職員が異動することになりました

ので紹介します。

◇上田和聡 校長（帯広翔陽中へ異動）
２年間という短い期間でしたが、子どもたち一

人一人の頑張りと輝きを見ることができて、とて

も満足しています。大空中生は素直で明るく、何

事にも一生懸命で誇らしい存在でした。今後は大

空中生の活躍を東の方から見守っていきたいと思

います。２年間本当に大変お世話になりました。

◇山下浩司 教諭（帯広第四中へ異動）
大空中学校には６年間お世話になりました。一

言では言い表せないほどの、楽しいこと、苦しい

ことを経験させて頂き、それら全てが「幸せ」で

した。大空中に関わる全ての方のご多幸を心より

お祈り申し上げます。６年間、本当にありがとう

ございました！！追伸 ドラえもん、次は誰がや

るのかな・・・。

◇阿部均紀 教諭（釧路富原中へ異動）
大空中学校では３年間お世話になりました。素

直な生徒たちやご尽力頂ける保護者の皆様、そし

て子どもたちのことをよく考えてくれる先生方が

いる素晴らしい環境で過ごすことができ、幸せで

した。これからも益々のご発展をお祈りしていま

す。本当にありがとうございました。

◇坂本鄕媛 教諭（本別中央小へ異動）
大学を卒業して、栄養教諭になって初めての学

校がこの大空中学校でした。私は給食センターも

兼務しているので、常に学校にいることはできな

かったのですが、給食時間や学校行事、授業など

を通してみなさんと関われたことが嬉しかったで

す。自分の体をつくっているのは自分が食べた物

だということを忘れずに、好き嫌いをせず何でも

食べて、元気に明るく過ごしていってくださいね。

今までありがとうございました。


